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ファイル保管サービス統合支援環境の構築と実践
Constructing An Environment To Migrate Multiple Storage Services
and Its Practice
伊藤 恵 野呂 篤志y
あらまし 利用者や利用する端末 PCへの負担を少なく抑えながら，複数
のファイル保管サービスを有効に使い分けられるようにすることを目的
として，既存の複数のファイル保管サービスを統合的に利用できる環境
を構築した．この環境を用いると，個々の PCへのクライアントソフト
のインストールやローカルディスクの消費を抑えながら，フォルダ名や
ファイル名を基準にして複数のサービスにファイル保管することが可能
であり，保管する際に圧縮や暗号化をすることも可能である．
1 はじめに
個人でも利用可能な安価なファイル保管サービスが多数提供されている．サービ
ス毎に料金，容量，簡易なバージョン管理，暗号化等のセキュリティ対策，特定アプ
リケーションとの連携，他の利用者とのファイル共有など様々な違いがある．また，
ファイル保管サービスを利用するためのアカウントは，そのサービス独自のものが
必要な場合と，他の種類のサービスと共通のアカウントを用いる場合があり，他種
サービスとの連携による利便性や共有可能な利用者の範囲に影響する．
個々のサービスの機能や特徴を踏まえて複数のサービスを使い分ける人もいる．
多くのファイル保管サービスでは，専用のクライアントソフトが提供されており，
これを PCにインストールすることでサービス上に保管しているファイルにアクセ
スし易くなる利点がある一方で，インストールした PCのローカルディスク容量を
保管しているファイルの総容量に相当する分消費してしまうという欠点もある．し
たがって，複数のサービスを使い分けようとすると，利用する個々の PCにすべて
のクライアントソフトのインストールが必要であったり，それによって個々の PC
のローカルディスクの容量消費が大きくなるという問題がある．
MyCloud [1]では，高速性・高可用性・強秘匿性を目的として複数のファイル保
管サービスへの分散保存およびアクセスを試みており，可用性および高速性に対し
ての効果を確認しているが，この成果を公開した SkyDriveR [2]は特定のファイル
保管サービスへの自動暗号化機能付きファイルアップローダとしてしか使えず，複
数ファイル保管サービスの利用やフォルダ単位でのアップロード等には対応してい
ない．
そこで本研究では利用者や利用する端末 PCへの負担を少なく抑えながら複数の
ファイル保管サービスを有効に使い分けられるようにすることを目的として，実際
に複数のサービスを統合的に利用できる環境を構築した．
2 こんな使い方をしたい
目的に応じて複数のファイル保管サービスを使い分けたいが，ファイル保管サー
ビスを利用する複数の PCにすべてのサービスのクライアントソフトをインストー
ルしたくはない．また，利用する個々のPCのローカルディスク容量をあまり消費し
たくない．重要なファイルは暗号化して複数のサービスに保管し，そうでないファ
イルは暗号化せずに保存可能な容量の大きいサービスに保管するなどの使い分けを
したい．さらに，個々のファイル保管サービスの既存の機能や他ユーザとの共有は
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できるだけ有効に活用したい．
3 システム構成
ファイル保管サービスを利用したい個々の PCではなく連携サーバを用意して，
ここにWebDAV等によってアクセス可能なファイル保管場所を設置し，個々の PC
からはここにアクセスする (図 1)．連携サーバには連携させる各ファイル保管サー
ビス用のクライアントソフトをインストールしておき，サービスごとの別々の同期
フォルダを用意する．ファイル保管場所に置かれたファイルやフォルダを，利用者
の指定に基づいて，どのサービスと同期させるか，および，そのまま同期するか圧
縮や暗号化をしてから同期するかを決定し，実際に同期をさせる．
図 1 システム構成
4 構築と評価実験
連携サーバとして，Mac mini (Mac OS X 10.7, Core i5 2.5GHz, 500GB HDD)を
使用し，同期させるファイル保管サービスとしてはDropbox, SkyDrive, KDrive, Ya-
hooボックスを使用した．ファイル保管場所へのアクセスにはXAMPP上のApache
によりWebDAVを提供した．WebDAVによるファイル保管場所と個々のクライア
ントソフトが監視する同期フォルダとの間のファイル同期には自作の phpスクリプ
トを使い，cronによって定期実行させた．phpスクリプトには同期させたいファイ
ル保管サービスごとに，サービス名，同期フォルダの場所，利用できる最大容量，
暗号化キー，同期対象フォルダ指定を設定した．サービス名は利用するサービスを
区別するための便宜的なもので，同期フォルダの場所は個々のクライアントソフト
をインストールした際に設定したものである．利用できる最大容量は利用者が個々
のサービスをどのように利用しているかによって容量が異なるため，指定させた．
暗号化キーが指定されている場合は zipコマンドを用いた暗号化をしてから同期し，
指定されていなければ圧縮も暗号化も行わずに同期した．同期対象フォルダ指定は，
ファイル保管場所においたファイルやフォルダをどのサービスと同期させたいかを
指定するものであり，指定には正規表現を用いた．
5 おわりに
既存の複数のファイル保管サービスを統合的に利用できる環境を構築した．この環
境により，個々のPCへのクライアントソフトのインストールやローカルディスクの
消費を抑えながら，フォルダ名やファイル名を基準にして複数のサービスにファイル
保管することが可能となり，保管する際に圧縮や暗号化をすることも可能となった．
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